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１． はじめに

  線路の疲労現象の一つである軌道狂いは、その原因が多岐に及ぶため、メカニズムの把握が容易ではない。した

がって適切な軌道整正を行い健全な状態を常に維持するには、軌道検測車により定期的な検測を行い、測定結果を

信号処理によって分析し、線路に蓄積された損傷の程度を把握し健全度判定を行う必要がある。この(1)センシン

グ、(2)信号処理、(3)健全度判定の 3要素を有機的に結合したシステムは一般にヘルスモニタリングと呼ばれてお

り、発祥地はアメリカ合衆国と言われている 1)。本研究は、道床つき固め作業の施工前後の比較、及び施工後の軌

道狂いの進行について、局所的な空間-周波数領域での特定パターンの発生について考察するため、連続ウェーブ

レット変換 2)を用いた基礎的なモニタリングを行った。その結果得られた一知見について報告する。

２．局所的な自己相似性の検出と連続ウェーブレット変換について

  有道床軌道は、敷設の段階から徐々に劣化し、保守上限に達すると復元する過程を繰り返すことを前提に設計さ

れた構造物である。したがって保守コストを低減するには、保守周期を可能な限り延伸することが求められる。そ

のため、入力信号（軌道狂い）に含まれる空間-周波数領域での特定パターンの発生傾向を検出することは、保守

計画策定上有効であると思われる。軌道狂いは局所的な損失が生じない場合、定常不規則過程として統計的に処理

され、自己相似集合を持つ特性からフラクタル次元による解析も行われている。しかし、この解析は大域的な把握

には適するが、局所的な自己相似性の解析には不向きである。

  連続ウェーブレット変換は、入力信号と基底関数（またはアナライジングウェーブレット）の相関について、各

周波数域で適合したものを検出することが可能であり、局所的な自己相似性の検出に適している。そこで本研究で

は、式(1)に示す連続ウェーブレット変換式を用いて、局所的な空間－スケール関係について考察した。
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  ここに、Ψ：アナライジングウェーブレット、a：伸縮量、b：平行移動量

３．高低狂い測定の概要

  測定区間は、在来線１級線（累積通トン 3000万 t

／年）と設定し、データは軌道検測車の 10m弦正矢

による値を波長 6～50mの範囲で復元逆フィルタ演算

した結果を用いた。

  測定区間の劣化・復元サイクルを図-1 に示す。

これは長年にわたるサイクルのごく一部であるが、

ここでは 19ヶ月前後と推定される。
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